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が続け られてきた。 ここには,知 の集積 とそ
の活用を考えるとき,図書 も各種の自然 ・人
工の資料 も同様に必要 とされるという資料観
































調査 ・研究に関わる諸情報(図 書 ・報告書 ・
データベース等)が 重要である。実物資料の
コピー(模造 ・複製 ・映像等)も ,研究のあ
り方によっては資料的な意味を持つ。
展示に関わる資料 としては,展示資料の中
心 となる実物資料が最 も重要 といえるが,こ
の他,模 造 ・複製 ・模型 ・映像等の準実物資
料 とでもいえるものや,展 示構成上の解説 ・
























の課題は,収 集技術,保 存(育 成)技 術の問
題 と収集倫理の問題がある。
モノ資料 の第2の 範疇 として,準 実物資
料 としての模造 ・複製 ・模型などが考えられ
る必要がある。












































































形を復原 してや らなけれぽ難 しい。このよう









館に限 らず,諸 科学の領域の研究 と共通する
ものであることは論を侯たない。一方,展 示
資料は,博物館を最 も特徴づける展示とい う































































の相対的な差異,役 割分担 とい った方が よ
い。
博物館における専門的学術研究 と資料の問





いは生 まれ てこない ともいえる。 とい うよ




















の過程で集積 されたモノ資料を保存 しな くて
よいとは言えないが,そ もそもの資料の収集
が,後 の活用を前提 としたものとい うより研













ってもよい。これが弱い とい うことは,そ の
研究も脆弱であるといってよいだろう。その
意味では,学芸員の個人的な図書 ・文献の収
























準実物資料とでもい うべき模造 ・模写 ・複製



























程は,モ ノの持つ意味 ・内容を分析 し,確定
させる研究である。歴史学に言 う史料批判の
過程を経て,モ ノの意味 ・内容が確定され,
学術資料 ・博物館資料 として初めて正 しく位
置づけられるものであるといえる。この批判
の過程がいい加減であった り,徹底を欠 くよ
うなことがあると,真贋などを含む大きな問
題となるし,モノの内包する意味や諸情報の
抽出が不十分であるとい うことになりかねな
い。この意味の資料化は,学 芸員の専門の力
量が問われることがらである。
もう一つの意味の資料化は,展 示資料 とし
てのモノの資料化がある。
モノは実に多様な意味 ・情報を内包 してい
る。同じ石器が,美 術館で原始の美を示す資
料,歴 史館では原始時代の技術示す資料,自
然史館では石器の材の鉱物学的標本となるこ
とでも分かろう。つまり,資料の展示は,そ
のもの自体をただ見せるに止まらず,そ のモ
ノの内包するどのような意味 ・情報をその展
示において引き出し,知ってもらおう,学ん
でもらおうとするのか とい う点にある。先に
述べたモノの資料化の過程をふまえて,最 も
適切な資料を選択し,その資料の内包する意
味 ・情報をどう取 り出せるように工夫するの
かが展示における博物館資料の資料化 という
ことであろう。
このことは,比 喩的に言えば,モ ノ資料の
コト化とでもい うべき作業である。模型制作
やジオラマ制作もそれ自体はモノ資料の制作
であるが,実 はモノの構成によるコト化を図
る内容 として位置づけることもできる。
以上の事柄は,本 来的にはモノ'コ ト・コ
トパの哲学的考察を土台に しなけれぽならな
いものであろ うが,今 はその準備に不足があ
り,課題の提出と予察に留めざるを得ない。
次稿でその責を果たしたい。
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MaterialsofMuseum8
YAJIMAKunio
Itistruethatmuseumsarethepalacesofmaterialsthatincludethereal,originalandgenuineobjects,
andmanyothermaterialssuchasmodels,replicas,papers,books,databasesandsoon.Thischaracter,
notwholenow,isonephaseofthemwoUldnotchangeinfuture.Forthatreason,museumsandtheiraca-
demicstaffsshoUldconsiderwhatmaterialsmustbecollecting,andhowmanymaterialsmustbecollect-
ingfortheirmission.
Museurnexhibitionsareessentiallybasedonrealandoriginalobjects.But,theycannotsetupbyonly
theseobjects.Theyneedmanyothermaterialssuchas,labels,interpretingpanels,modelsandothers.
So,wehavetoconsiderthecharactersandfUnctionsofthesematerialsinmuseums.
Iwilltrytodividethembythesensefromthedifferencebetweenobjectandmatter,andthenanalyze
theirsigtiificanceinmuseumactivities.Butnow,myanalysisisjustonstartingline.Here,Icanonly
preferarticleswhichhavetoconsider,andabasementforarguments.
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